
大阪公立大学医学部附属病院卒後臨床研修プログラム 

アウトカム・コンピテンス・コンピテンシー
当臨床研修プログラム修了時のアウトカムを下記のとおり定める。 

アウトカム

１）智

医学的知識と技能を修得することのみならず、効果的な学修のためのアルゴリズムを獲

得し、生涯に亘る自学自修を開始できる 

２）仁

人を分け隔てなく、温かく受け入れる心を身につけ、国際的視野を持ち、人類に貢献す

る高い志を身につける 

３）勇

科学的思考に基づいた判断力・問題解決能力を身につけ、修得した医学を実践する決断

力を身につける 

コンピテンス

☆プロフェッショナリズム

1)社会的使命と公衆衛生への寄与

社会的使命を自覚し、説明責任を果たしつつ、限りある資源や社会の変遷に配慮した公

正な医療の提供及び公衆衛生の向上に努める。

2)利他的な態度

患者の苦痛や不安の軽減と福利の向上を最優先し、患者の価値観や自己決定権を尊重す

る。

3)人間性の尊重

患者や家族の多様な価値観、感情、知識に配慮し、尊敬の念と思いやりの心を持って接

する。

4)自らを高める姿勢

自らの言動及び医療の内容を省察し、常に資質・能力の向上に努める。

☆資質・能力

1. 医学・医療における倫理性

診療、研究、教育に関する倫理的な問題を認識し、適切に行動する。

1)人間の尊厳を守り、生命の不可侵性を尊重する。

2)患者のプライバシーに配慮し、守秘義務を果たす。

3)倫理的ジレンマを認識し、相互尊重に基づき対応する。

4)利益相反を認識し、管理方針に準拠して対応する。



5)診療、研究、教育の透明性を確保し、不正行為の防止に努める。

2. 医学知識と問題対応能力

最新の医学及び医療に関する知識を獲得し、自らが直面する診療上の問題について、科

学的根拠に経験を加味して解決を図る。

1)頻度の高い症候について、適切な臨床推論のプロセスを経て、鑑別診断と初期対応を

行う。 

2)患者情報を収集し、最新の医学的知見に基づいて、患者の意向や生活の質に配慮した

臨床決断を行う。 

3)保健・医療・福祉の各側面に配慮した診療計画を立案し、実行する。

3. 診療技能と患者ケア

臨床技能を磨き、患者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した診療を行う。

1)患者の健康状態に関する情報を、心理・社会的側面を含めて、効果的かつ安全に収集

する。 

2)患者の状態に合わせた、最適な治療を安全に実施する。

3)診療内容とその根拠に関する医療記録や文書を、適切かつ遅滞なく作成する。

4. コミュニケーション能力

患者の心理・社会的背景を踏まえて、患者や家族と良好な関係性を築く。

1)適切な言葉遣い、礼儀正しい態度、身だしなみで患者や家族に接する。

2)患者や家族にとって必要な情報を整理し、分かりやすい言葉で説明して、患者の主体

的な 3)意思決定を支援する。 

4)患者や家族のニーズを身体・心理・社会的側面から把握する。

5. チーム医療の実践

医療従事者をはじめ、患者や家族に関わる全ての人々の役割を理解し、連携を図る。

1)医療を提供する組織やチームの目的、チームの各構成員の役割を理解する。

2)チームの各構成員と情報を共有し、連携を図る。

6. 医療の質と安全の管理

患者にとって良質かつ安全な医療を提供し、医療従事者の安全性にも配慮する。

1)医療の質と患者安全の重要性を理解し、それらの評価・改善に努める。

2)日常業務の一環として、報告・連絡・相談を実践する。

3)医療事故等の予防と事後の対応を行う。

4)医療従事者の健康管理（予防接種や針刺し事故への対応を含む。）を理解し、自らの

健康管理に努める。 



医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システムを理解し、地域社会

と国際社会に貢献する。 

1)保健医療に関する法規・制度の目的と仕組みを理解する。

2)医療費の患者負担に配慮しつつ、健康保険、公費負担医療を適切に活用する。

3)地域の健康問題やニーズを把握し、必要な対策を提案する。

4)予防医療・保健・健康増進に努める。

5)地域包括ケアシステムを理解し、その推進に貢献する。

6)災害や感染症パンデミックなどの非日常的な医療需要に備える。

8. 科学的探究

医学及び医療における科学的アプローチを理解し、学術活動を通じて、医学及び医療の

発展に寄与する。

1)医療上の疑問点を研究課題に変換する。

2)科学的研究方法を理解し、活用する。

3)臨床研究や治験の意義を理解し、協力する。

9. 生涯にわたって共に学ぶ姿勢

医療の質の向上のために省察し、他の医師・医療者と共に研鑽しながら、後進の育成に

も携わり、生涯にわたって自律的に学び続ける。

1)急速に変化・発展する医学知識・技術の吸収に努める。

2)同僚、後輩、医師以外の医療職と互いに教え、学びあう。

3)国内外の政策や医学及び医療の最新動向（薬剤耐性菌やゲノム医療等を含む。）を把

握 

する。 

10. 大阪住民の幸福に貢献する力

大阪と大阪以外の地域医療に携わることで、大阪の医療の現状、課題を理解し、自らが 

医療人として実践できることを提案できる。 

1)大阪の地域医療に携わり、指導/監督のもと診療を実践できる。

2)大阪以外の地域医療に携わり、指導/監督のもと診療を実践できる。

3)大阪の医療の現状、課題を理解し、自らが医療人として実践できることを提案できる。 

7. 社会における医療の実践



理念 使命 アウトカム 臨床研修の到達目標（卒後） 医学教育モデル・コア・カリキュラム（卒前）

智仁勇
智仁勇を有する
医療人を
育成すること

１．智の能力
２．仁の能力
３．勇の能力

プロフェッショナリズム (智、仁、勇） 1　プロフェッショナリズム (智、仁、勇）

1　社会的使命と公衆衛生への寄与

2　利他的な態度

3　人間性の尊重

4　自らを高める姿勢

　 資質・能力

1　医学・医療における倫理性

2　医学知識と問題対応能力 (智、仁、勇） 2　医学知識と問題対応能力 (智、仁、勇）

3　診療技能と患者ケア (智、仁、勇） 3　診療技能と患者ケア (智、仁、勇）

4　コミュニケーション能力 (智、仁、勇） 4　コミュニケーション能力 (智、仁、勇）

5　チーム医療の実践 (仁） 5　チーム医療の実践 (仁）

6　医療の質と安全の管理 (仁） 6　医療の質と安全の管理 (仁）

(智、仁、勇）
7　社会における医療の実践と
     大阪住民の幸福に貢献する力

(智、仁、勇）

8　科学的探求 (智） 8　科学的探求 (智）

9　生涯にわたって共に学ぶ姿勢 (智、仁） 9　生涯にわたって共に学ぶ姿勢 (智、仁）

(智、仁、勇）

7　社会における医療の実践

10 大阪住民の幸福に貢献する力

大阪公立大学医学部附属病院　卒後臨床研修プログラム
アウトカムとコンピテンス
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